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序章 はじめに 
0-1. 研究背景 

鉄道林は鉄道沿線の防災を目的として 1893 年以降に
整備が進められたが、林業の衰退等によって維持管理が
困難となった。現代における空間的価値に着目すること
で、都市を再編させる要素として機能するのではないだ
ろうか。 
0-2. 研究目的 

鉄道林の歴史と現状、課題の整理及び地域資源として
の働きの分析から現代的価値を明らかにし、設計提案を
通して鉄道林の新たな利用可能性を示すことを目的と
する。 
0-3. 研究方法 
 第 1 章では鉄道林を取り巻く現状を明らかにする。第
2 章では変遷と現代の取り組みから価値の変化を明ら
かにする。第 3 章では都市と人の 2 つの視点から地域
資源としての価値を考察する。第 4 章では設計提案を通
して鉄道林の空間利用を実際に提示する。 
0-4. 既往研究と本研究の位置づけ 
 既往研究では、土木的な視点から鉄道林の防災や木材
生産の機能についての研究が多い。また実際に管理を行
う東日本旅客鉄道株式会社(以降、JR 東日本)による維
持管理方針の検討に関する研究もみられる。本研究で
は、建築・都市の視点から鉄道林の持つ空間の活用可能
性を検討する点に特徴がある。 
第１章 鉄道林の現状 
1-1. 鉄道林とは 
 自然災害から線路を守り、列車の安全・安定運行を確
保するため沿線に設けられた樹林帯であり、1893 年に
本多静六の防雪林計画に従って整備されたことを契機
に各地へ普及した。 
1-2. 鉄道林の機能 
1-2-1. 防災機能 
 森林の持つ微気象を抑制する効果を活用し、吹雪や飛
砂、土砂等の災害から線路を守る。 

表１ 鉄道林の機能区分（筆者作成） 

 
1-2-2. 木材生産機能 
 長期的な尺度で評価される防災機能を維持するため、
経済林としての側面も有していた。そのため、防災機能
に必要な面積より 2,3 倍ほど規模を大きく整備された。 
1-2-3. その他の機能 
 鉄道林は森林のもつ多面的機能のうち、上記の機能に
最適化されてきた森林であり、他の機能をどの程度・ど
のように活用できるかが今後の課題となる。 
1-3.維持管理 

1987 年制定の鉄道林施業標準が現在も管理基準とさ
れるが、防災機能を確保しつつ木材生産による収入を前
提とした計画であった。しかし林業収入の低下や沿線環
境の変化を受け、JR 東日本では新たな機能評価に基づ
く維持管理手法への見直しが進められている。 

1-4. まとめ 
 林業衰退や環境変化により、その役割と管理方法は再
検討の段階にあり、防災機能の維持とともに多面的機能
の再評価が求められている。 
第 2 章 鉄道林の変遷 
2-1. 鉄道林史 
「鉄道林経営の変遷」(長崎)をもとに加筆する。 
鉄道林は、東北本線開通後に地吹雪による運行障害が

頻発したことを背景に、本多静六の防雪林計画に基づき、
1893 年にふぶき防止林が設置されたことに始まる。そ
の後、雪害に加え、飛砂や強風など沿線で生じる多様な
自然災害への対策として各線区へと普及し、鉄道の安
全・安定運行を支える基盤となった。 

1930 年代以降は、伐採材を防雪柵や土木用杭材とし
て活用するなど、鉄道内部で木材を循環させる運用が確
立され、1941 年には野辺地に製材所が設けられるなど、
鉄道林は防災設備であると同時に資源生産林としても
積極的に活用される段階に入った。 

1950 年代には成林が進み、自然災害の減少と安定し
た木材生産が実現し、発生材の売却収入によって保守費
用の多くが賄われ、1958 年には保守費用を上回る収益
を上げるなど、経営面において完成期を迎えた。 
しかし、1973 年をピークとする木材需要の低迷によ

り木材生産機能は低下し、維持管理に十分な経費をかけ
ることが困難となり、従来の整備や更新が行われない低
迷期へと移行した。 
こうした状況を受け、JR 東日本では 2008 年から環境

価値の向上と管理負担の軽減を目的とした「新しい鉄道
林」プロジェクトを開始し、近年では家具スケールでの
木材利用や自然教育を目的としたワークショップの開
催など、鉄道林を地域資源として再評価する取り組みが
展開されている。 
2-2. まとめ 
 鉄道林は、防災機能を支える基盤として木材生産に強
く依存しながら成立してきた。現在は、社会的な変化に
伴い、地域と関わる実践的な利活用の展開がみられる。 
第 3 章 鉄道林の空間分析 
3-1.都市スケールの分析 
3-1-1.現況調査 
 Google earth と国土地理院の航空写真を参考に、JR 東
日本の 22 路線に 538 ヵ所のふぶき防止林、飛砂防止林、
防風林を確認した。本研究では、これらを調査対象とし、
位置、延長、幅員、形状、周辺土地利用などの基礎デー
タを整理し、都市内における分布状況と空間的特徴を把
握する。 

表２ 調査項目（筆者作成） 

 

財産区分 施業法の区分 林種区分 設置目的

ふぶき防止林 ふぶき防止林 　ふぶきの吹溜りによる運転支障防止

なだれ防止林 なだれ防止林 　雪崩による運転支障防止

飛砂防止林 飛砂防止林 　海岸飛砂の吹溜りによる運転支障防止

土砂崩壊防止林 　土砂の崩壊、流出による運転支障防止

落石防止林 　落石による運転支障防止

防風林 　防風による運転支障防止

防火林 　沿線火災の延焼防止

水源かん養林 　用水源の枯渇防止（SL用）

水害防止林 　洪水による運転支障防止

防雪林

防備林

斜面保全林

その他の防備林

軸 項目 目的

路線 鉄道林の位置する路線を示す

区間 鉄道林の位置する駅区間を示す

名称 駅名と順番からラベリングを行う(例：奥内1号林）

緯度・経度 位置情報を点的に記録する

全長（ｍ） 線路の平行する方向への広がりを示す

幅（ｍ） 線路と直交する方向への広がりを示す

面積（㎡） 平面的な広がりを示す

全長/幅 各鉄道林の単位幅に対する長さを捉える

機能分類 防災機能の種別を示す

駅距離（ｍ） 流れの結節点となる駅との距離を示す

構え方 線路に対する鉄道林の配置関係を示す【独立・対・並】

形状 形状を分類する【点・線・面】

状態 時間軸での形状変化をとらえる【拡大・縮小・維持】

変化後用途 縮小した鉄道林について理由を示す

周辺環境 地域特性をまとめる【生活圏・産業・自然】

その他 備考 廃線予定や実際に見学した箇所を示す

エリア

空間構成



3-1-2. 鉄道林周辺の環境特性 
 現況調査より環境特性の整理を行う。全体として農地
と隣接する鉄道林が多く、障害物の少ないエリアで風を
遮る機能を期待されたことが確認できる。また、住居群
や駅に隣接する鉄道林も見られ、景観形成や環境調整と
いった多機能の発揮が期待できると考えられる。一方、
自然要素の強いエリアでは人との関わりは期待されに
くいため、維持管理の負担軽減を前提としつつ、防災機
能を継続するあり方が求められると考えられる。 

 
図１ 周辺環境の特性（筆者作成） 

3-1-3. 縮小した鉄道林の形状変化と要因分析 
1980 年に木材価格がピークを迎えて以降、鉄道林の

価値は変化し、縮小したものも見られた。形状が変化す
る背景として、高速道路等の道路整備や宅地化が多く、
人の流れの変化により鉄道林の空間的・機能的優先度が
低下したと考えられる。 

 
図 2 関根 2,3 号林の縮小データシート（筆者作成） 

3-2. 人スケールの分析 
3-2-1. ヒアリング調査 
 関根 1・2・3 号林（山形県）における実施調査で
は、鉄道林周辺に住む地域住民へのヒアリングを行っ
た。その結果、存在自体は認識されているものの、管
理や利用といった点での実質的な関わりはほとんどな
いことが明らかとなった。一方で、冬季の防雪林に加
え、夏季には林縁において歩行路に大規模な日陰を形
成していること、また、わらびをはじめとする山菜の
採取が行われていることが確認された。これらのこと
から、鉄道林は防災機能にとどまらず、木々の下に人
が滞在し、過ごすことのできる空間を生み出している
と考えられる。 

表 3 ヒアリング結果（筆者作成） 

 

3-3-2.  鉄道林と生活空間の境界 
 鉄道林と生活空間の境界に着目し、石川 1 号林（青森）
にて実地調査を行った。鉄道林と地域住民の生活の場は
連続しているように見える一方、JR 東日本の敷地内外
にはフェンスが設けられていた。敷地内のフェンスは侵
入を防ぐ明確な境界であるが老朽化しており、再整備は
行われていない。また敷地外では最低限の安全確保にと
どまっていた。これらの状況から、現代において鉄道林
と生活空間の間に積極的な分離を図る姿勢は弱まって
いると考えられる。 
3-3. まとめ 
 本章では、都市スケールおよび人スケールの分析を通
して、鉄道林が防災機能を担いながらも、農地や住宅地
と隣接し、生活圏と密接に関係している実態を明らかに
した。また、都市化やインフラ整備により鉄道林の空間
的優先度が低下する一方で、人が滞在可能な環境や境界
の曖昧さが生じていると考えられる。 
第４章 設計提案 
4-1. 設計主旨 
 本章では、第 1 章から第 3 章までの分析を通して明
らかになった鉄道林が防災機能を前提としつつも、都市
化の進行によりその空間的余地や関わり方が変化して
いる現状を踏まえ、設計提案を行う。周辺の宅地化に伴
い、防災機能に求められる林幅の基準が低下している点
に着目し、管理単位である「小班」の分割・小規模化を
設計操作として導入する。防災機能を担う小班を保持し
ながら、広葉樹の導入や離伐帯といった余白の再編によ
り、維持管理負担の軽減と景観向上を図るとともに、鉄
道林を地域の生活圏と緩やかにつなぐ空間として再構
成する。 
4-2. 設計敷地 
 教育・福祉施設と隣接し、地域資源として人々の生活
と関係性の強い「関根 3 号林」の一部を敷地とする。 

 
図 3 対象敷地（筆者作成） 

終章 おわりに 
 本研究では、鉄道林を防災設備としてのみ捉えるので
はなく、駅や生活圏と隣接する線状空間として捉え直す
視点から分析を行った。その結果、形態や立地条件によ
って求められる維持管理の方法が異なることが明らか
となり、都市と触れる面積の大きい鉄道林では、地域と
接続した空間としての活用可能性が示された。 
本研究を契機に、鉄道林が有する多様な価値に即した

維持管理が進み、その機能が持続的に発揮されることを
期待したい。 
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整備段階では、他の鉄道林と比較して大規模な面状の部分を持っていた。第 1 段階として国立病院や

バイオマス発電用の燃料チップ生産を行う工場（現在）の設置による縮小が確認できる。第 2 段階として、

宅地化による 4 林帯から 2 林帯への縮小が確認できる。木材生産機能が重要視されなくなっていく中で、

防災機能に必要な幅のみが残されたと考えられる。
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番号 人物 メリット デメリット

1 山仕事終わりの男性（約80歳）

・鉄道の騒音を抑えてくれる効果も感じるが、昔の鉄道と比べて、

　今の新幹線は静かなため必要機能ではない

・なくすことはできないならバイオマスなど利用できる道があるといい

・線路の西側に家があるので、東側よりも風や雪が積もる

・サルやカモシカなど動物が出るようになってしまった

2 散歩中の女性（70代） ・影響は感じないが、たまに庭から眺める

・花粉の時期になると目に見えるほど花粉が飛ぶため、

　体調だけでなく洗濯物なども悩むことがある

・カラスが巣をつくることで、家の周りを飛び回られる

　→拾ってきたゴルフボールや子どもの靴などが庭に

3 草刈り中の男性（70代）

・買い物するのに米沢駅まで30分ほどかけて歩いていくことが多いので、

　夏は鉄道林によって日陰の道が続いているのが助かる

・冬は雪かきででた雪を捨てる場所として利用できる

・わらびなど山菜を採ることができる

・昔（植樹式ごろ？）は鉄道林の中を歩く人も多かったが、

　段々減少し、手入れもされなくなったことで、

　今は歩く人はほとんどいない

4 庭作業中の女性（70代）
・植樹式によって複層林になってから、カラス以外の様々な鳥が

　来るようになり、見て楽しめるものになった
・鉄道林の影で日が当たる時間が短く、野菜が育たなかった
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